
S0104004 All C35 043 
超音波領域から見た吸音材料の等価モデル
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繊維材料および発泡ウレタンについて、超音波領域での透過損失と音速

の実測値と超低周波数で測定した流れ抵抗を理論モデルにあてはめて諸

定数を求め、内部構造との関連を考察する。
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ノレ)である。

Fig.lで、 ρは気孔中の空気の実効密度、

φは実効流れ抵抗、 Kは空気の体積弾性率

で、
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1 .はじめに

超音波低減用音響フィルタの開発 (1)に関

連して、繊維材料や発泡ウレタン等多孔質

材料の透過損失と音速を測定し、理論モデ

ルを考案して検証している町九本報告で

は、数種類の試料について超音波領域の測

定値と共に静流れ抵抗 (φ。)にも実測値

を用いて、拡張 Lambertモデル 3)を適用し、

モデルに登場する定数が試料の内部構造に

よってどのように異なるかを示す。
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2. 音響等価モデル

Fig.lは超音波領域で測定した透過損失

と音速の周波数特性を表現できるように考

案した音響等価モデル(拡張 Lambertモデ

ap 

， = (η Cpr/えh'2 

である。ここで、ゐは to巾 ωity、ksは構造

因子、 (toは静流れ抵抗、。は空隙率、

は平均気孔半径、 POは大気圧、 ρ。、 η、

γ、G、 λh、はそれぞれ空気の密度、粘

性係数、比熱比、定圧比熱、熱伝導率、

v=η/ρ 。で、民(κ)、Fi(κ)は周波数と気

一 …剛二i会主
T干(1-f )似事

Fig.l Equivalent circuit using the extended 
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